



図６ DNA 蒸着後の Au(111)の STM 像（77K、300nm x 300nm)。（b)は DNA の部分に色をつけたものであり、
青の幅は緑の半分になっている。 
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 学部⽣の頃からの研究⽣活を振り返り、記憶に残っている出来事の中から 1 つ選んだ。 
 
3．結果と考察 

















































































図 4 四極子相互作用（左図の中央の楕円が原子核） 
 































図 5 発振検波器の回路図（左）[1]とブロッキング発振（右） [2] 
 
 そんな状況を⾒るに⾒かねた筑波⼤学の恩師が横浜市⼤に発振検波器を⾒に来ること




て、NQR 装置を完成させた。最初の卒業⽣である⽊村太紀君が 1999 年 4 ⽉に来て、こ
の装置を使ってデータを出した。その後、修⼠の中野亮君もこの装置で論⽂を書くこと
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図 6 作製した超再生発振検波器（左上 1998 年 7 月）、ブロッキング発振状態（左中 1998 年 4 月）、発振検 
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